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回覧

長洲町立長洲小学校だより

令和２年５月７日 第１号

文責 校長 川冨 一弘

４月８日(水)、コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念される中、令和２年度の長洲小学校
が始動しましたが、わずか４日の授業日の後、再び GW 明けの５月７日まで臨時休業になりま
した。そして、更に５月末日まで再延期・・・。いつになればこのトンネルを抜けられるのか見通
しが立たない中、週１回の宿題配付・提出日を設定しながらできる範囲での対応を続けてい
ます。新学期を迎え、職員も子供達も、新たな気持ちで、どんな学校・学級を作っていこうか、
と胸躍らせていただけに残念でなりません。しかし、この状況は県内はもちろん、全国どこで
も同じ状況だと思えば、事態の一刻も早い終息を願いながら、６月からの学校再開のために
準備を進めていくしかありません。
さて、申し遅れましたが、本年度学校だよりを担当しますのは、この４月１日付、校長職を拝

命しました川冨 一弘（かわとみ かずひろ）です。どうぞよろしくお願いいたします。教員と
して母校に戻ることができたことの喜びと同時に、自身の職責の重さを感じているところで
す。
ここで、遅ればせながらご家庭、地域の皆様に本年度の本校の職員をご紹介します。

１年１組(２２) 吉坂佳恵 理科専科 ☆明名 啓(南関町南関二小より）
１年２組（２２） 真鍋 蘭 教務主任 角田良明
２年（３１） ☆溜渕範子(荒尾市桜山小より） 図書司書 宮村真由美
３年（３１） 大丸祥子 養 護 ☆上田千尋(南関町南関一小より）
４年（３３） 山本 亮 事 務 ☆坂井千尋(人吉市立西瀬小より）
５年（３５） 内田志野 特別教育支援員 土尾万里子
６年（３８） 庄山慎一郎 特別教育支援員 古賀 隆志
なかよし１組(６) ☆松野健志(荒尾市万田小より) 教 頭 井上裕一
なかよし２組(２) ☆弓田 武(小天保育園児童館より） 校 長 ☆川冨一弘(荒尾市教育委員会より）

原 みどり

※（ ）は、児童数。本年度児童数は、２２０名でスタートとなりました。（４／９入学式現在）
※☆は、Ｒ２年度４月転入職員(７名)

タイトル『アクティブ長洲小』について
令和２年度から、文部科学省より示された新しい学習指導要領での学校運営がスタートし
ます。中でも、「主体的、対話的で深い学び」「社会に開かれた教育課程」「どう学ぶか､何がで
きるか」といった学力に対する大きな視点の変化がその特徴です。明治以来の大転換とも言
われる教育改革の流れの中、熊本県教育委員会も、「くまもとの学び推進プラン」を策定し、
学びのコントローラーを子供に持たせることを、「学ぶ意味を問いながら、主体的に学び続け
る子供の育成」という表現でその理念を表しています。こうした流れを受け、本校でもさら
に、主体性をキーワードに、次の学校教育目標を定めました。

自ら学び、力を合わせて､よりよく生きようとする子供の育成
～ みんなの力で、みんなでつくる､アクティブ長洲小 ～

上段が大人向け、下段が子供向けとして周知したいと考えています。つまり、本校に関わる
いろんな人々が、それぞれの主体性を発揮して、これからの時代に即した長洲小を総力あげ
てつくっていこうとする思いを表現し、そこから学校通信のタイトルに採用させていただきま
した。国や県の方針が示され、学校は今、大きく変わらなければなりません。コロナウイルス感
染症防止による休校の最中ですが、“ピンチはチャンス”と捉え、本当に子供達に必要な教育
とは何か、議論を重ねながら、主体性あふれる「アクティブ長洲小」を目指していきます。



- 2 -

入学式を行いました
４月９日(木)、新型コロナウイルス感染症対策
を施す中で、４５名の新１年生を迎え、入学式を
実施しました。参加者は、１年生とその保護者、
お世話係の６年生数名そして教職員という限ら
れた人数での入学式でした。
ただ、プラスに考えると、１年生と保護者の座

席の間隔はいつも以上に近く、間に在校生がい
なかったため写真やビデオに納めるにはよい環
境ではなかったかと思います。しかし、１年生は
もとより、保護者、教職員のほとんどがマスクを
着用したまま臨んだ入学式はある意味異様な光
景でもありました。
しかし、教室に移ると、教科書､ランドセルカバ

ー、黄色い帽子など多くの入学祝い品を受け取
り、担任の先生の名前を覚えたり、元気よく返事
をしたりと、１年生の笑顔が教室のあちらこちら
ではじける光景は、よくある入学式の心温まる
一コマでした。

当日、長洲小おやじの会より、３名のお父さん
方が自主的に来校され、看板前で撮る家族の写
真撮影のお手伝いをしていただきました。ありがたいですよね、こんな心配りができる学校
の応援団の存在は。私は、新入生を迎えられた喜びと、おやじの会の方々の温かな心遣いに
とても爽やかな気持ちにさせていただきました。ありがとうございました。
この日をもちまして、令和２年度長洲小学校児童数２２０名でのスタートとなりました。

長洲小は、コミュニティ・スクールとして動いています!!
コミュニティ・スクール（以下、 CS)とは、学校

が、保護者や地域住民の目標を共有し、地域と 会長 草野 哲也 （本校保護者） ※敬称略
一緒に子供の豊かな育成を図っていこうとす 副会長 大塩 武士 （おやじの会）
る法に基づいた仕組みのことで、国の施策とし 委員 北野 誠司 （的ばかい保存会）
て全ての公立学校をこの仕組みにしていく流れ 〃 増村 公子 （放課後子ども教室）
があります。 〃 伊藤 壽賀子（まほうの小箱；読み聞かせ）
本校もこれを受け、昨年度から CS の在り方 〃 松本 曻 （前教育長・前校長）

を検討する「学校運営協議会」を立ち上げ、（右 〃 藤村 成美 （しおかぜ子ども園副園長）
表；構成員）本年度第１回目を４月１４日に行い、 〃 浦野 里美 （主任児童委員）
学校教育目標や経営方針を承認していただき 〃 前田 升 （下東区長）
ました。今後、年５回の会議に子供、学校、保護 〃 岩切 久美子（ PTA副会長）
者、地域、行政の五者連携により CS 長洲小と
してよりアクティブな学校運営を目指します。 オブザーバー 松永 光親 （生涯学習課）

ご家庭の皆様、地域の皆様、子供達をよろしくお願いします

寝ても覚めても新型コロナウイルス感染症の報道ばかりですが、命に関わる情報なので、や
はり無視はできず、ニュースばかり見てしまいます。この問題の最も難しいのは、終息時期が
見えないこと、そして予防のためのワクチンや治療方法が未確定であることです。
学校再開については、９月新学期制やらオンライン授業など、様々な情報や選択肢が紹介

され、およそ三ヶ月におよぶ休校で、夏休みでさえ、休みではなくなる？との可能性も０では
なくなってきています。休業で授業ができない焦りでいっぱいではありますが、それ以上に
子供達の心身の状況、生活リズムを心配しています。校区内をみると外で遊んでいる子供は
ほとんど見かけないのはある意味安心するのですが、毎日引きこもった状態でどう過ごして
いるかと思うとそれはそれで心配になります。こういう状況でのストレス解消も難しいです
が、子供達のそんな心境を察して接していただければ幸いです。よろしくお願いします。


